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研究成果の概要（和文）：本研究では、多次元的アプローチを導入しつつ、福祉国家における厚生評価と厚生改
善という、厚生経済学の基本的な課題に立ち返った。第一に、社会選択理論の公理的分析を発展させた。特に、
標準的なアロー的な分析枠組みの拡張と、公平性の概念の分析を行った。また、さまざまな政策的応用も行っ
た。第二に、近年の福祉国家論において重要である、正義論の歴史的・哲学的背景についても議論した。第三
に、厚生に関する実践的アプローチについても行ったが、特に、新型コロナウイルスのパンデミックの発生も踏
まえ、健康をどのように維持するかという問題についても考えた。こうしたことを踏まえて、福祉国家と社会厚
生の関係を検討した。

研究成果の概要（英文）：This project revisited the fundamental issue in welfare economics by 
incorporating multidimensional approaches. First, we developed a series of theoretical arguments in 
the field of social choice theory. In particular, we extended the standard Arrovian approach and 
investigated concepts of equity. Applications to some policies were also provided. Second, we 
provided historical and philosophical approaches to theories of justice, which have been essential 
to the current debate on welfare states. Third, empirical arguments on welfare issues were 
conducted. We especially focused on the health of people because of the COVID-19 pandemic.  

研究分野：厚生経済学・社会選択理論

キーワード： 福祉国家　貧困　不平等　機会の平等　公平性　　潜在能力　社会選択
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、社会厚生を改善するための制度としての福祉国家は岐路に立っていると言える。社会をより前進させるた
めには、何か変化が必要なように思える。厚生に関する分析的理論、思想的背景、実証的実装の複合的観点から
よりよい社会のあり方を目指して研究を進めた。特に、公平性の評価をどのようにするかということを、多次元
的に捉え、そのほかの基準とどのように組み合わせていくかということを検討した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１） 
 多次元的価値に基づく公平な評価に関する不平等や貧困の問題が、より重要になりつつある。
特に、人々の生活がより多様なものとなるとともに、人々の価値観も多様になってきている。こ
うした状況の中で、社会的な状態の評価を行うことは、厚生評価と厚生改善という厚生経済学の
根本問題にとって大きな課題を突きつけている。 
（２） 
 福祉国家は、それ自体として歴史の中で漸進的に変化して生まれた制度であり、厚生最大化の
ためのシステムとしてもともと設計されたものということはできない。しかし、福祉国家の重要
な目的は人々の生活の保護や厚生の改善であるがゆえに、２１世紀となり岐路に立つこの２０
世紀的国家像を公平性や効率性といった観点から考え直す必要がある。 
 
２．研究の目的 
  本研究の目的は、社会選択理論と厚生経済学のアプローチを拡張しながら、多元的評価方法を
構築し、福祉国家の在り方と福祉政策のリフォームを再検討することにある．特に、伝統的な厚
生概念を再検討し、代替的な指標の考案・正当化・応用といった作業を行う。公理的な分析から
スタートさせながら、福祉国家の背景にある思想や規範的基礎にも着目するとともに、その実証
的実装もある。 
 
３．研究の方法 
（１）社会選択理論 
 本研究の第一の方法は、社会選択理論に基づく公理的アプローチである。社会にとって望まし
いと思われる規範的要件を抽出し、それを公理として定式化し、数理的分析が可能となる。複数
の公理の論理的関係から、その規範的含意を分析するという作業を行う。 
（２）応用ミクロ経済学 
 ゲーム理論、また、一般均衡理論といったミクロ経済学の基本的な道具を用いて、厚生と福祉
の分析を行う。特に、公平性の分析においては、一般均衡理論で広く使われる N次元の消費財の
空間が有用であり、それを拡張することで分析を進める。また、産業政策、労働政策の規範的問
題を考える上では部分均衡を用いて、各エージェントの戦略的意思決定も導入する。 
（３）哲学的分析・歴史的アプローチ 
 言語的分析と公理的分析を組み合わせることで、現在の政治哲学とオーバラップする領域に
ついても研究を進める。特に、オックスフォード言語学派のアプローチがいかに規範的観点を許
すかということは、その後の厚生経済学・政治哲学の発展にも重要である。特に、２０世紀初頭
以前の規範的分析の発展には社会主義が大きな役割を担っていた。これらを踏まえ、学史的観点
からも研究を進める。 
（４）実証による実装 
 調査データを用いて、厚生に関わる問題を分析する。 
 
４．研究成果 
（１）社会的評価の基礎問題 
社会選択理論の不可能性定理に関わる基本的な集計の問題を考察した。通常の枠組みでは、集
団的意思決定手続きの不可能性定理が知られている。本研究では、特に、複雑に変化していく時
間の流れの中でどのように意思決定を行っていくべきかを考察した。第一に、将来を無限の時間
と捉えて、将来世代まで考えたような社会選択の問題を定式化して分析した。このような状況下
では、匿名的な社会的決定でありながら、通常の不可能性定理が示唆するような独裁制に陥るこ
となく集団的意思決定が可能となることが示された。しかしながら、時間の中で整合的に意思決
定を行うことを要求してしまえば、不可能性定理が復活してしまうことも示された。 
こうした問題の背景には、社会的意思決定の情報的基礎が特定の公理により、かなり制約され
ることがある。この点を踏まえて、社会的意思決定の不完備性などにも注目して研究を進めた。 
（２）福祉社会・民主社会の基礎としての投票システム 
 近代以降に発展した福祉社会・民主社会においては、投票に基づく意思決定が含まれる。投票
は、単純な個人の意思表明の集計手続きであるが、多くの問題を抱えていることが知られている。
投票システムがどのような場合に、決定不能に陥るかを明らかにすると共に、それを避けるため
の抽象的構造を分析した。特に、conditional prefilter という概念を導入して、ボルダ・ルー
ルを含めた多くの集計手続きにおける背後にある構造を明らかにすることに成功した。これを
用いて、Fréchet prefilter という新しい数学的構造を導入した。よく知られている Fréchet 
Filter を含んだ広いクラスの prefilter 構造であるが、社会的選好の非循環性には決定的に重
要となる。 
 （３）潜在能力と共通部分アプローチの拡張 
 潜在能力の議論で用いられる有用な評価方法は、「共通部分アプローチ」である。多次元的な



評価を行う際には、多次元でのそれぞれの評価の共通部分を取ることで、規範的な観点から、よ
り安心して使うことのできる評価の「部分」を抽出するというのがそのアプローチの本質である。
しかし、このアプローチは大きな難点を抱えている。それは、考慮に入れる次元が増えれば増え
るほど、抽出される部分が小さくなってしまい、ほとんど重要な問題について、何も判断をしな
い「判断拒否」に陥る可能性があることである。本研究では、こうした点も踏まえて、ある程度
安心して利用でき、より多くの判断を残すことのできる、union-intersection アプローチとい
うものを考案した。このアプローチを実際に適用することを通じてどのような機能を持つかを
調べた。 
 （４）将来への不安へと備える方法の分析 
 福祉国家は、人びとの将来への不安を解消するように社会厚生を守る必要がある。しかし、そ
れは、必ずしも良い方向に結びつかない可能性がある。逆サンクトペテルブルクのパラドクスと
呼びうる問題を定式化し、この点を明らかにした。つまり、小さな確率で極めて大きな被害が生
じうるような状況に直面している福祉国家の政府は、人々の期待効用を考慮しすぎて、危機への
準備をあまりに多く行ってしまう可能性がある。事後的な微小な改善のために、現時点で無限の
費用を払うことは直観的に望ましいこととは言い難い。こうした問題を指摘した。 
（５）公平性の分析 
無羨望条件を分析し直して、平等性等価と呼ばれるもう一つの条件を考察した。これらの条件
は、人々の厚生の平等を考える上での基礎的な要件となり得る。しかし、これらは人口が多いよ
うな社会では、全く異なる制約を与える可能性が高いことを示した。鍵となるのは、人々の選好
の多様性である。人々の選好が一様なものであれば、いくら人口が多かろうともこの二つの規範
的条件は整合的になる。しかし、これからの多様な社会では異なる要求をするがゆえに、福祉国
家の公平性のあり方はある種のトレードオフに直面することを明らかにした。 
（６）厚生経済学・正義論の言語分析的基礎 
規範的問題を考える上での基礎は、人々の間のルールである。いかなる国家であれ、何らかの
厚生判断を行うとすれば、それを支える共通理解が必要である。このような共有理解は、事実と
価値の二つの命題の間をつなぐものとなり得る。規則の概念を言語分析の観点から再考するこ
とで、この間をいかにつなぐかということを考察した。「約束」などの、規範を生み出す社会的
活動に注目した。 
（７）健康の厚生経済学 
２０２０年より発生した、新たに発生した新型コロナウイルスのパンデミックを踏まえつつ、
厚生経済学的観点から、応用的分析を行った。調査データに基づき、社会的選択理論、厚生経済
学、福祉政策の既存研究の理論的整理のもとに、調査の専門家と実証研究の専門家と緊密に研究
会を重ねることにより、厚生経済学の実証分析や実践的応用を進めた。こうしたうえで、公共財
理論を基礎とした、ソーシャルディスタンスの公共的性質を明らかにし、その厚生的含意を明ら
かにした。インフォデミックの問題を検討し、不確実性の存在がパンデミックのもとで厚生に与
える影響を実証的側面から検討した。 
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